


【業績ハイライト（第3四半期累計）】 
 
第3四半期（10~12月） ：増収増益 

第3四半期累計  ：増収減益 

 

① 営業収益 
  第3四半期（10~12月）：   4,419億円 対前年 ＋305億円 
  第3四半期累計  ：1兆1,717億円 対前年 ＋536億円 
    
② 営業利益   
  第3四半期（10~12月）：    450億円 対前年 ＋ 78億円 
  第3四半期累計  ：    321億円 対前年 ▲259億円 

 

 

 

 

 



【連結経営成績（第3四半期累計）】 
  

① 営業外損益・特別損益に特筆すべき点は無し 
 
② 第3四半期累計の親会社株主に帰属する四半期純利益は174億円 
 
 
 



【連結営業収益増減分析（第3四半期累計）】 

① デリバリー事業（増収） 
   増収 ： 宅急便取扱数量 ＋0.5％ 宅急便単価 ＋3.6％ 
  減収 ： クロネコDM便 取扱数量 ▲3.1％  
 
② BIZ-ロジ事業（増収） 
   増収 ：販売物流やメディカルロジスティクス事業で既存顧客のご利用などが好調 
        
       

③ ホームコンビニエンス事業（増収） 
  増収 ：「らくらく家財宅急便」や「快適生活サポートサービス」のご利用が拡大 
        

 
④ e-ビジネス事業（増収） 
    増収 ：「Web出荷コントロールサービス」の取扱い拡大や 

       ｅ-オンデマンドソリューション事業において既存顧客のご利用が拡大 
               
⑤ フィナンシャル事業（増収） 
    増収 ： リース事業（トラックを中心にリース・割賦販売が順調に推移） 
    減収 ： 代引き市場の縮小などにより、ペイメント事業が減少 
 
⑥ オートワークス事業（減収） 
    増収 ： 車両取扱台数は増加 
  減収 ： 車両機器の販売などが伸び悩み 



【宅急便動向（第3四半期（10～12月））】 
 
取扱数量  対前年 ▲ 4.5％      
単価     対前年  ＋11.6％      
 

  ・ 大口の法人顧客に対し、出荷調整や再配達削減などを要請 

   

  ・ 法人顧客（大口・小口）に対し、運賃の見直し交渉を推進 

      ⇒最優先で交渉を進めていた大口法人顧客（約1,100社）との交渉は完了 

      ⇒残りの大口法人顧客は現在、交渉中 

      ⇒小口法人顧客にも運賃改定にご協力・ご理解をいただいている 

   

  ・ 宅急便の基本運賃を10月1日に改定 



【クロネコDM便動向（第3四半期（10～12月）】  

 

取扱数量  対前年 ▲7.0％     

単価         対前年  ＋3.6％     

 

 ・市場の伸び悩みは継続 

 

 ・一部の取引内容を見直し、プライシングの適正化を推進 



【海外宅急便動向（第3四半期累計）】 
 
○ 不採算取引の見直しと厳しい競争環境により、数量は減少 
 
 
 



【連結営業費用増減分析（第3四半期（10~12月））】 
 
 
① 営業収益が対前年＋7.4％に対し、営業費用は＋6.0％ 
 
 
 
 
②  「働き方改革」は、計画通り進捗  
    →繁忙月の12月も含め、社員の負担増を回避するための体制強化に係るコストの増加は継続 
 
 
 
③ 外部戦力を含めた人的コストの増加 

    →社員の負担軽減に向けた取組みに連動して、社員給料（＋57億円、＋4.3％）、      

     委託費（＋73億円、＋11.0％）が増加 
 

 



【連結営業費用増減分析（第3四半期累計）】 
 
① 営業収益が対前年＋4.8％に対し、営業費用は＋7.5％ 

 
 
②  「働き方改革」は、計画通り進捗 
    →通期90億円を予定 
 
③ 外部戦力を含めた人的コストの増加 

    →上期までの取扱数量の増加基調や、社員の負担軽減に向けた取組みに連動して、 
     社員給料（＋191億円、＋5.0％）、委託費（＋250億円、＋13.9％）が増加 
                                    
④ 第1四半期に計上した、新たに認識した労働時間に係る一時金 
    →52億円（賞与関連） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



【連結業績予想（通期）】 
 
① 「働き方改革」の推進などに伴う費用が増加する中で、業績回復基調を反映 
     

② 法人顧客に対する運賃の見直し交渉により、宅急便取扱数量が減少に転じ、 

  プライシング適正化により宅急便単価は上昇 
 
③ 「働き方改革」を中心とした構造改革は途上にあり、今後も改革に必要な費用の増加を見込む 

  →今後も社会的インフラとしての使命を果たしつつ、将来に亘って成長を続ける企業を目指す 
      



      

     

【連結営業費用（第3四半期（10～12月）総括表】 

 

① 第3四半期は、デリバリー事業において、宅急便数量が減少（▲4.5％）に転じたものの、労働需給の逼迫 

  及び「働き方改革」の推進等により、費用（人件費＋3.9％、委託費+11.0％ 等）が引き続き増加 
 

② 人件費  

   「社員給料」 
      →12月末の社員数は対前年＋4.9％ 

  
③ 下払経費  
   「委託費」  

    ・デリバリー事業：対前年+46億（＋11.5％）  

      

     ・ノンデリバリー事業：対前年+27億（＋10.2％） 

       →主にBIZ-ロジ事業において、案件増加による増収に伴い、作業委託等の使用が増加 
 
   「傭車費」  

     →第3四半期より宅急便取扱数量は減少傾向だが、傭車単価上昇等により微増 
 
   
       

④ 車両費  
     →主に燃料単価の上昇により燃料油脂費が増加 
            

⑤ その他経費 
       ・コンピュータ費   ＋10億（8次NEKOシステム関連費用等） 





      

     

【連結営業費用（第3四半期累計）総括表】 

 

① 第3四半期累計では、デリバリー事業において、宅急便数量の増加基調が鈍化（＋0.5％）したものの、 

  労働需給の逼迫及び「働き方改革」の推進等により、費用（人件費＋6.0％、委託費+13.9％ 等）が増加 
 

② 人件費 

   「社員給料」 
     →12月末の社員数は対前年＋4.9％ 

   

   「人件費その他」  
     →第1四半期において新たに認識した労働時間に対する一時金（52億）を含む 

    

③ 下払経費  

   「委託費」  

    ・デリバリー事業：対前年＋188億（＋18.3％） 

 

    ・ノンデリバリー事業：対前年＋61億（＋8.0％）  

      →主にBIZ-ロジ事業において、案件増加による増収に伴い、作業委託等の使用が増加 

    

   「傭車費」   

     →傭車単価上昇等により増加 

  

④ 車両費 

     →主に燃料単価の上昇により燃料油脂費が増加 
          

⑤ その他経費  
    ・コンピュータ費：＋39億（8次NEKOシステム関連費用等） 





【連結業績予想（通期：セグメント別内訳）】 

 

＜前回予想からの主な変更点＞ 

 

① デリバリー事業 

  「宅急便」  

      ・数量：前回予想（18億2,600万個）から2,000万個増加 
         （対前年▲2,156万個 ▲1.2％ ☞ 前回予想：対前年▲4,156万個 ▲2.2％） 
    →全体の数量は減少傾向だが、宅急便コンパクト・ネコポスの増加傾向を反映 

        
      ・単価：前回予想（590円）から＋5円 

              （対前年＋36円 ＋6.4％ ☞ 前回予想：対前年＋31円 ＋5.5％） 

    →法人顧客との運賃見直し交渉の状況などを織り込んでいる 
 

  「DM便」 ： 前回予想から変更無し 
 
   
② ノンデリバリー事業 

      ・第3四半期までの業績推移をふまえ、営業収益・営業利益を前回予想から変更 
     



【連結業績予想（通期：営業費用内訳）】 

 
 
 ＜前回予想からの主な変更点＞ 

  

  「人件費」 
   ・足元の状況を踏まえ変更 

   

  「下払経費」 
   ・委託費：第3四半期の状況を反映するとともに、宅急便取扱数量や、ノンデリバリー 
                   事業の収益を前回予想から増加させたことに伴い変更（＋180億） 
      

    ・傭車費：傭車単価の上昇等、足元の状況を踏まえ変更（＋50億） 
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